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【はじめに】導電性高分子はレアメタルを用いる ITO代替の透明電極や太陽電池などへの応用が期待されており、

導電性向上を目指して研究が行われている。導電性高分子 PEDOT:PSSは安定した高導電性・加工性から産業利用

がすすめられているが、その高導電性発現機構については十分理解されていない。これまでに我々は、導電性高

分子 PEDOT:PSS (poly(3,4–ethylenedioxythiophene): poly (4-styrene sulfonate))へのエチレングリコール(EG)添加効果

（2 次ドーパント効果）を THz から赤外-紫外にわたる広帯域分光(THz-IR-UV 分光)により解析し、THz 帯伝導度

が PEDOT:PSS高次構造の影響を強く受けること、導電率向上がキャリアの非局在化による移動度の向上に起因す

ることを報告した[1,2]。本研究では、EG添加濃度の異なる PEDOT:PSS試料（PH1000）について THz帯光学伝導

度スペクトル、IR 帯反射スペクトル及び直流電気伝導度の温度依存性を測定し、キャリアの局在機構について考

察した。 

【実験結果】図(a)及び(b)は、EG濃度の異なる PH1000試料の抵抗率の温度依存性及び EG濃度 10%、0%の IR帯

反射率であり、図(c)及び(d)は EG濃度 10%、0%の THz帯光学伝導度を表している。直流電気伝導度の温度依存性

は EG濃度増加に伴いキャリアの局在状態を表す 3次元ホッピング伝導(VRH)から外れて TP/2に比例する弱局在状

態へ変化して行く事がわかる（不規則系で P<2）。また IR帯では EG濃度による反射率の違いがないフリーキャリ

アによるプラズマ反射を示唆する温度変化のない反射スペクトルが観測されている。一方で、THz帯はDrude model

とは異なる伝導度スペクトルが観

測されており、こちらは温度と共

に減少傾向を示している。EG 濃

度が 10%の場合、300Kから 5K ま

での温度領域で、乱れによるキャ

リアの弱局在化を考慮した Drude 

model (LD model) [3,4]により、THz

帯光学伝導度スペクトルが良く再

現されておりキャリアの弱局在状

態が考えられる。本講演では

PEDOT:PSS のキャリア輸送特性

の温度依存性についてTHz分光と

IR-UV 分光及び直流４端子測定法

を合わせ評価した結果を用いキャ

リアの局在機構について議論する。 
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図 (a)抵抗率の温度依存性、(b)IR-Vis反射率、光学伝導度 EG濃度依存性(c) 0% 、

(b) 10%  
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